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1 、
』
緒 言 　 　 膝関節の 前後方向動揺性測 定 は、

膝の 不安定性の 客観的評 価方法 として、主 に 医学の

分野 で各種の 研究が行な われ て い る 。 その 内容は、
生 体膝、屍体膝、損傷 を受 け た膝な どの 動揺性の 特

性 を調査 し膝 の 診断の ため の 医学的知 見を得 て い る 。

また、膝 の 動揺性の 大 き い こ と は、膝 の 軟部組織 （

靱帯、関節包など）の 損傷の 可能性 を示唆 し、膝を

繰 り返 し激 しく使 うス ポ ーツ活動な ど に よ り関節炎

や 1叩 ingement 　Syndromeなど の 要因 となり得る と考

え ら れ て い る。しか し、膝の 動揺性 と ス ポ ーヅ 活動

と の 関係 に っ い て の 研究 は、極め て少な い 。 本研究
で は、各種大学 女子 ス ポ ーツ 競技選手 （陸上競技、
バ レーボール 、

バ ス ケ ッ トボール ）及び 一般 女 子 学

生 の 膝関節 の 前 後方向動揺 性を測定 し、競技間で比

較、検 討 して、膝の 動揺性 とス ポ ーツ 活動 との 関連

を知る上 で の基礎的資料 を得る こ とを目的 とした。

2 ．方 法 　 被験者 は、過去 に 膝 の 傷害を経験

して い な い 女子 大学生 とし投擲種目を除 く陸上競技

選 手 29 名 （年齢 19 ． 3 ± 0 。 45 歳、以 下 TF
群 とす る ）、バ レーボ ール選手 21 名 （ 19 ．8 ±

1 ，00 歳、以下 VB 群 とする 》、バ ス ケ ッ トボー

ル 選手 15 名 （ 20 ． 2 ± 0 ． 68 歳、 以 下 BB 群
とす る ）お よび対象群 と し て 中学校、高等学 校、大

学 にお い て運動 クラブの 経験の な い 一般学生 16 名

（18 ，3 ± 0 ， 45 歳、以下 C 群とする ）とした。

被験脚 は、運動 競 技選 手 で 、利 き脚 （走 り幅 跳び の

踏 切脚 ）、非利 き脚 と し、一般学生 に っ い て は 利 き

脚の み を用い た。
　膝関節動 揺性 の 測定は、被験者 を計測器 具 の 付い

た椅子 に 座 らせ 、大腿部 を 2 本の マ ジ ッ ク バ ン ド及
び 大腿 骨 内外 側 両顆、膝蓋骨を金属性パ ッ ドで 固定
し、足 部は、回 旋 角度 計 の 付 い た台 に固定 して、膝

関節屈曲角度 90 度にお い て下腿 近位 1／ 3 部を 1
0Kg の 力 で 前後 方向 に引出 しを行な い、そ の と き
の 下腿の 前後方向の移動量と stiffness お よび、同

時 に 生 ず る回旋 角度を測 定 した 。 得られ たデータは

統計的 に処理を行 い 、各 群間 で 比較 し た 。 ま た、前

後 方向 移動 量に っ い て は、各被験 者の 身長 の 相違を
考 慮 し て 群 間 を 比較 す る ため に前後方向移動量指数
も用 い た。移動量指数 ＝ 移動 量 （mm ） X1000

÷ 身長 （mm ）

3 。 結果お よび考察 （表 1参照 ）　　　 前方移動量

に っ い て は、 TF 群 （利 き脚 1 ． 7 ± 0 ． 49mm ）

、VB 群 （利 き脚 2 ，3 ± 0 ， 94mm ）、 BB 群

｛利 き脚 2 ，3 ± 0 ， 67mm ）、 C 群 ｛1 ． 8 ±

0 ， 44mm ） で、　 VB 群、　 BB 群 の値は、　 TF 群、
C 群の 値よ りも有意に 大 きく、 VB 群 、

　 BB 群の 方

が TF 群、　 C 群よ りも前方移動量が 大きか っ た。 ま

た、前方移 動量示 数にお い て も前方移動量の 結
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表 1 ． 各 群 の 前 方 お よ び 後 方 移 動 量

前方移動量（四 ）

T　　 S．D．
後方移動量（皿 ）
T　 　 S．D．

TF 群　 利 き脚

（鬪；29）　 非」秘き脚

VB 群 　 利き脚

（翻＝21）　 非Xllき脚

BB 群 　利き脚
（H：15）　 非利 き脚

C 群　 　利 き脚

（H：1fi）

L7 　 　 0．49
1．9　　 0．68

2．3＊ 十　〇．94
2．3　 　 0．85

2．3＊ 十　〇．67
2．O　 　 O．δO

1．8　　 0．44

瘤 ：1；
1．9　　 1，18
2．O　　 L  4

2．0　　 1．07
1．8　 　 1．00

1．5　　 0．66

＊　C群の 値に対 して 5 ％水準の 危険率で有意差が認められた競技
十　TF 群の値に対 して 5 ％水準の恕 奐率で有意 差力囓 め られた競技

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


